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　纒母綾近況
牌櫓會網一二搬脈鯨ロらぜして以來綱犠の難轍し・些醐・鯉想の資に

供し度いε思ひます。（順序不定）

◇八木誠政氏は京者醐或［大騨徽に齢ぜ砕一縢pst　foリ・rザドf」g物鰍室（GEas

學）に研猫繍て鵬鳩．氏の揃蜘醜灘織磯拙らtLgこと醐望す欲第

である。

◇，現劔掴幡鞍胴京Ptls大雛學部購鞍室嘆1懸ぜられ謀麟潔氏胴教
蜜の人となられたので京大と母校との距離は急に短縮された感が致しますo

◇阿礫授には在外研・yLE　5，．命ぜら才・三月＋…醐獺の途階かれました・ぺ’囲・御安

糀の御手紙購に登載して融ましたから襯下さい・御歪闇姻睦く撒の御激

遊ばされた事は何εも御氣の毒の次第であります。

◇灘徽は蜘・9ti・　ti：1　．tit’らA・t・絹繍醗燗する言敏オ魎過して麟伽・の學位擁1も

繊しマニ．彊kの御欝びはもとぶ曙々も大1銅身瀬くなつた襟’こ思は繊ナ・先生ば

只舗伽吠利の族行な糸歩て再び・小喋碑mξアル九登山蝉翫倣行などに

楡快な日凌・過さオLて層ることと思ひますo

◇聡孝X’Mは榊除ヒ縮蘭査翻醗ばさ棚㈹㈱師として不鰻備究申であlj　’

ます。

◇最髄線制であつた母椥燭通卿ら翻・長制畷められ醐柑緋鰍授・蜘

窄隈大瀧教風綴細櫛レ顯館糎といふ・と嵌矧1減リ大灘蜘・瞬置lll臆のフ捌

術に依て．どしどし人物の鋭鈍な御鑑鴬下さることと思ひます。

◇1膨徽御輝の伽非上教授鰍勝諏嫌任噸るる彗計・ts・IJ・鯛姓は搬
伽り餓張嚇灘試麟麟舳勢侵ねb’・rtLて鵬ので晦至つて御1多忙の椥・御鰻

けぜらオしるにも拘はらず．而かも斯墨の鴬に盆御研究の：歩酬遜めらPtるのは訟1に感謝に鳶

へない家第でありますQ

◇載の鱗教韻施の伽隣隙から堀矧鮫の酉鵬罎くる・訓こなL現鳳江
歩嬰ミ…大　ig・rde御著・任1こずより　ま　し，たo

◇覇氏の後任娘中の麟側・澤鰍授が御來榔なり冷苛氏は鰻鍛の上に水泳

の叢人であります．只今生徒蹴補助として例の官余に在宿喰です。

　◇針塚校長にに獅蹴幽casられ．七別叫上．細・早川・岩崎・早乙女の融生と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
共i嚥轟槍trの継登肉捌ξ行eられました・其の際の総噌・　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白霰を突破りけり槍の報

へ
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　◇tw校では岩崎四段の御揮掌の祉1晦日・揃＋一時・1・かる，薩優術粥賄して1嗣ます

針塚按長畑汲び和田先LII・k」］・M．）として滲加する・者釧蜘るは醤ばしいこtです。

　◇森lh助教捜（細四）は東北帝大工翠部に約…ケ年御研究中爾慮先般共の研究も了つて四

月から塁帝佼ぜられましYこm

◇甲剛緻1難統）は艘矛1蜘鵬妙寺製襯購鯉らt・．典の擁として榊原雛
氏（綜八）鋤敏撫礁鯉ら肱欄轍畷嬢つて剛喧男氏㈱、）が言纐に任命ぜら
・dl・ましt：．

　◇小見氏の徴任として勝叉藤火氏（鷲ソL）が敏朗fにffr命ぜらオし。斗ヒ澤JJ，1　一氏（臨一ト）も亦同

毅師に任ぜられて何れも養簸科に拗務して居られます仁、

◇騰艦金鰍の旙め・本曾會調辮盆繁羅とな拡しt・から本校助乎の小1瞬に本

愈期託となつて主として會計黎勝庵・手1螺て戴くことになIJました。

◇前會報に儲しア沐齢要1嫁．懸靹温湯暖房慧雛．稠賦肖獺繭磯．莫大・」・灘

機等は夫盛に捌韓られて脚ます．顛繍難載して掴1鷺に入れます。

　醐消　　　　息
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
◇朝餌鳳慰一）・野山鞘氏幟四）嚇麟墨眠京大）に．　・1・駄郎氏（獄七汲桂獅概

は農駐b（九大）ξして芽斑慶御率繋あり．爾長澤干丈氏（獄四）．佐藤道氏（慧九、も亦纏濟

學部し京大、か芽出度御卒聚「こなりまもた。

◇大随鰍授舳階氏鰐一）は熾癬緬究嬬二屑i・剛E外研究輪ぜ帥蠣
月渡米あリ．”，く猫逸に向はるる筈でte

　麟曾’　　合

◇高翻融雌には先年芽出度潔膳迎へられましたので卿・同，1，相諜つて齢し昨年

＋・：：　J’」　：＋和に母校病理騰室炉部縮りて眼式禰婿致しました．糊謝轍

長初麟」・・佐藤（利）及佐藤（春）鞭等の御臨麟仰甑附近同窓生約卦名の御來會が

あU盛ノ帯曜賦瞭げ石1㈱1榔氏の蜘載オ・る剛脇幽1囎鱒とll己念品料（後項會

計報告、の通り）とか購墨するこミに致しましずこρ

◇三月加伽・よ噛蕉卒業生懇壽総醐論堂に開催し漸らしく卒謬趣らるぺ酪科

三學粧鰍＋綿と粥・勲ヒ・三＋名ば測相飢礫しく一夕の撒峨ぼは。
　◇三月十五田舞交第＋二圓卒業式後本會総曾為開催し。先般御通知ぜる瓶リ母校創立二

十掴無認念（大述十九年「｝羅行の件と。牢會基金微牧の脅（入會金）其他心央議することと

な口之に伸ふ本曾々則の攣更な貝、ることになりましナこ。

◇四蓋に＋プ・鰭塚校長關齢1職行の囎に本劔薦支禰硝羊喬市に隙ことsnり

本部から蒲生氏も出席し約寸卜有余名相會して盛κ氣燗な康をアました【、

◇醜了防幅・とす綱鰍兄麟肝蠕鵬騨磯鰍螺げ田騨一職儲
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r　nv　　　　　　　　　　　　　　　　rmHm　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　㎜咽一一「枡剛mUtJ㎝’H，　」1…岬一「’醐’『『「1」』L｝「一一一辱一一一」’｝圃炉　」　　ヒ’幽tttt刷　肝h一鴨L－1の呵一

一）が幹霧長となら麗ましたxh

醐會　　　　告

　◇去三月＋五日の細會の囎果木會規nlvt－，本號9E紙裏面印刷の1屯嘱籔L．炎七月からゼ能

家の岡窓生諸兄よりは入會金三十圓に相當すろ臨時會費の五ケ五1二々賦納λ毎願ふことに致

　1卍ました．次圓は十一月二十口頃に御納入な願ふつもりで居りますが．集金郵便のノ｝では

却て御迷惑の馳もあるζNS臨存じ衷ずから。瑚紙娠替用紙な御！利用ドさって十月中に第二

期分の御彿込麺願ひ度いと思ひます．著L十月Φに御描込無L・方には十一月二十「1迄に集

金郵便な差上げること、致しますから之亦御承引な願ひます。

　従で今後毎年の挽込期及集金期か次の鎚りに鴬めて舐き度いと思ひますから御都合にょ

って央々朔｝込期中に振替か稚II利用下さることな希望して置きますo

　　　第一期　朝｝込期　　四　　月　　中

　　　全　　　集金期　　五月二十日頃

　　　　　　　　　　　　金lli圓也｛傘≡儂1・癸蟹1（擁5，聯餓）

　　　第二期　捌｝込期　　十　　月　　中

　　　全　　　集金期　　十一月こ二十日畷

　　　　　　　　　　　金五圓也｛塞四麟魏審獺轡う

　◇本會々費として毎年三圓宛の通常會費の代りに金三十圓の終翔會費奄三ケ4芦以内に分

納し得ることになつて居りますから．愈員数の塘加に伸ひ曾務q）繁畷も亦一入激憎するこ

とな御察、し下さ才し成る可く絡身會費の御佛込か希望する次第であります6

◇本｛阻恰かも母校鯨籾〔鵬1湘鰍しますから．本鯛1聯六伽糠蠣徽に

關すろ記念講演會1te　PS催すろことになUまし魁會期及講脅課1’iは大概次の漂定で居リ蒜

す。講師等はFl下米定でありますが勿i論叛界一流の學岩研閣羅する積りで居りますから．

濾近な問はず多敷の御謬愈な御願ひ申上げますAL

　　　言毒轡會期　　本年十一・・月．L．中旬．　約：－11．「i開

　　　講智言深「1　翻綜業に關する化學的研究　　　　四言1「峠座　　　．

　　　　　　　　　人燈絹細に就て　　　　　　　　一講座

　　　　　　　　　繭紡の物理劇’師院　　　　一壽灘

　　　　　　　　　織綿維濟方而　　　　　　　　　　一講座

　◇本會々員繍数は無慮七百t・こ及び從て庶務及會計等の不曾一般慕務は盆繁雑を趣むるこ

Sになりますから．今後は相成御∫くは各地同窓諸兄に於て央〃飢罎劃に本會支部妬没置

ぜられて是警事勝の地方的分幣か御願し度いと思ひます。（支部規定墾照）

’◇本會本細こ於ける只今の箏務分紫歓の逓映定、してEi；・　lj　rkすカ・ら御膝の塊合は夫

々のEE任軸事に鋤し御照曾恥願ひますo
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　　　名響會長　 針塚校長
　　　幹事長　　　1衛　！－1三　俊　興

　　　副幹察長　　　林　　　貞、三…

　　　全　　上　　　森　由　こ二耶

　　　庶務幹事　　　樋　口　琢　磨　（講習講話」奪他事務）

　　　會講幹事　　　榊　厘　春　彦　（會袈ノ徴牧及禺納）

　　　編輯幹紮　　勝叉藤夫（雑誌ノ編纂及移動灘由　　　　　　　　　・

　◇本會々報は比較的分譲希望者が多いことと葎じますから．今後は豫約藤集によつて蟹

費分譲か行ひ度いと愚ひます．本十三盤に封しても約百部以内の余裕な樫してありますか

ら塞誌到著後砲ちに御巾越の順により分i；震に癒するこ芝が出來ます．荷次回の磯刊は來年

一．二月の豫定でありますから其の前に豫約ltl　L4　Xt“願ひ度い葛思ひます。（實蟹途料共金

一圓五十畿内外．振替口座東京第四三三四一番）

　◇本曾々鍋名簿な十一月中に印刷に付し度いと思ひますから其迄に御攣更叉は御訂正の

方は亜憩左冒己宛て御揃知下さい。，　　　　　上田慧縣瑠門撃狡内　勝叉藤夫宛

　◇今後は各支部と本部εの連絡を圓る鴬めに各支部（千曲會）の御総會等の瘍合1；は事情

の許す限り本部からも滲會し度い乏思少ますから其の郡渡御通報醇御願ひ申上げます。

團寄　　　書

　◇佛國A工aisの空より　　　　　　tt　　　　三月二十二日　　遠藤保太耶

　愈々暖い春が來ました．あの麗かな上1肋眺塞が想出溺確す．此手IJkのi獄頃は花も

盛で頻の邊がポーツ建する唄でLやう・私も御蔭で異國に一年桝睦鰻しました・今南佛

，の養慧地域奉巡歴して層ますが豫期に反じ（1除り香しい獲物も有りまdん。

　鱒ンペリエではランベトル先生の案内で農學校の桑園や附近あ古い桑の並木なごな見包

て貰ひ．一一打ばかり窮演惣撮りましt；。アレNλ市へ來て農商務省の銘業試験甥へ入れ

て貰ふつもりでしたが餓り餐溺でこの足な踏みまし7こ．といふのは名丈は大々的のもので

場侵室の戸に　Moηsieur　le　Direeteuv・…………・と嚴めしく書いてあるが．蜜としてに此の

他に實験室と飼育塞とが省一間宛合ぜて三室しかないのです．助手は若い娘一人．典他支邪

の女の見習生が一人丈です．養禦が始ればもう少し手傳に來るでしやうが鹸りに情ない話

です゜桑圏も崇年始て開設された許りで鼠の尾位の桑が生えて屠ます．共桑園に案内して

拠れれスクレラ齢ン場長は．根刈速成桑園のi効能な盛Fこ狭聴され．將來の桑園は之に限る

とばかり大得意．之には合槌tv打つに閉口しました．よい加滅な返事なして描たら日本で

も之な翼似てやつ7：ら9いで一U11うと來ナこ．どつちが眞似るのか知る人そ知る．佛國人が

日本の事情に暗い事（iとでもお喬舌になりまぜん．アメリカは日本に近く始絡瓦の闘にi簗渉

があるからかなり日本な理解して屠る襟ですが。・佛蘭西人の多くは支那の一部発か．南瀧

あれりの島位に思つて居ます．併こアメリカ人と逮つて人な小馬鹿ふする様な』颯弍ない様



雑　　　　　　　報　　　　　　　　　　　147

です．アメリカ（殊に刺フオルニァ）では．口本入胴じテ・一・“コ“　1・に就く事嫡醐ます・

瀞轍の中でし劇輪丈け躰人の隣席磁1ナた澗ます・渕‘の中でも同本人とL怖
きく恥楡快・Sし総ん．99i・t　一“・｝X｛x’　・＝グ・と同覗するf鯛脱舷す・所が佛國では＝

トランゼか嬢はない良い脅彊建があります．外人は酒な澤山飲んで．美味しいもの凌・食べて

価ドサドサ落して徹ものtご・翫皆疹つて如艸す雄幌のttと考へて鵬らしい
アメリy，・、）7trは活謝り刑…的の拶1勘つて恐るしいが．・ラン7・の女は躰綱じ榊・内

氣で可蜘・所があ臆す燃し働釜漸きらしくて鵬な弦す・矢illミ日本人は日本人同

：1：白人は白人同士の方が無難といふものでNう∩

遽く故國か離れて淋しい依帆て1陥滴の聯獣態は畷・吻なものです・オ言』ムシツク

ミ惣行かなくても愛に潟ぐと云ふ風なものでしやうか，女の一一i寸した愛嬌や世謝iな幾倍1こ

も創淵こく思ふ．日本人同・i・淵剴合ふと必す女の轟舌がf・E・1る・私も巴皿i珊ているいろ

耐白い額の種癒仕入れ霜む敦が．之はいつれ羅朝の節に讃りまゼうo

　さて謡がすつか嚇轍にそ身・ましたが．近頃私は「喩巡り叡’て暢あ離粗淀居ます・

五六月頃惣族行な績けて伊佛の桑園在職庵しく麗察しやうと思つ履ますo

　私は佛國の猛樂敢育か見で．習専門學校の職員墨生が大いに肖軍しなくてはならん事な

偲感じましtl．ジeといふのは1繍の撒境翫から∫志て．li・E［1の馴！曝椥地界一擁窯業

教育機關である恥認め7・からであります．少し大仰ずぎ猪ひゴ・’二てΨすがほんとうです・

だから私共も共名な恥かしめ7Sい標に努力しなくてはならないと思ひます。さようなら

　　　　　　’Marsei！1eに着きて』　　　　　四月十七日
肩蹄四五日前㌣，屍一舛こ1山り着甑した．當↓侃今は快ll謙きで寒からず暑からす

といふ箏節ですが．海濱ずごけに風が強く砂塵朦々と吹き上るので散歩も絵り楡快であIJま

trん．火にマルde　一一mは人氣が餓り良くないので。族舘の一蛍に引甑て本でも見て屠る方

が氣樂でS・…朋九日迄マルセ・一叫ζ居て・そ赫ら佛脚｛蠣部のヅァー’・やアルプ縣方

弼へ養穂家訪陶咄拗L其足で伊太利か巡て來たい湘つてfieます・伊太利ではまH來る

文け桑の本な集める心鋒です．佛閲西の分は既1ニー通手に入れまし†こが矢張ラン・・〈・’一ル氏

のものが最鰍して療｝ます．ll下ラソベールSCから貰つた柘やキバナノバラモンヂンIL・以て

しれ鯛育試瞼成績な該んで屠家す。

學校への棚藏とし’（は．耕作i韻徽ご・チァ・＝一の麟殺鏡及び附暦品一切を買求

めて行かうと思つて贋ま、すo

桑の雀沐が欲しい虐思つて髄方々巡ケ（∫拡しすごが余幡し・’　（・のは見當りまぜん・

唯一種モレツチと唱ふる桑Gヨ不にも翫に多少移入さit’て鵬季蒙ですが）大葉費軒に依り

繁殖が幽凍共形質な党全「こ存績するといふ特徴がありまして弼白そうでずから・其の菰木

か種拠射・入tvやうと考へて居ます．桑樹の蠣もかな畷Uました．鰯囎朝の上御

鷺に入れる購海樂みにして居まナ∩

　掬最逝｝｛芦太利の各地s．り浦息がありましt；1”／

●
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◇B畷inより　　　　5月3日　　　　阿形輝判
拝呈　時下盆々御肚建齋慶賀候　借小生

3月15Fi　　　11三z“　　　　　　　　　　　ti1　lt　／1　 ’ll　lls＞L

　玉6日　　　　　』F廊180J爵　　（20日8…r湖）　　FH　　　　司　　　　砦

　17日　　正午　　　　　　　門　司　ほ｛帆

　19日　午前灘（約3日間）上　重毎　著　航潮・正午の氣混σ！塔氏）

　21　V．1　午前7時　　　　　上　海掲　lli｝L　　　　　520　　　　　、

　24日　　午前6時（約3日間）　香　　港　　着　　　　　　66

　25同　　正午　　　　　　　香　港　出　帆　　　　　　81
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　84
　30日　　　　　ir－lgiS　6HS…　（糸勺5f…111ij）　　　シンガPt一ノレ着　　　　．　　　　　　　　83

　31日　午前10時　　　シンガポーノレ嚢　　　’81
4月1口　，午後3時（約5日牛）　ペ　ナ　ン　曽　　　　　　84

　　　　　午後10時　　　　ペ　ナン搬
　　50　　　　tF後70を　　　　　　　　　　コ　　ロ　　ン　ボ　着　　　　　　　　　　36

　　6日　午後8時　　　　 コPンボ遊　　　　 88
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　81
　13日　午後6時（約7日間）紅海に入る　　　　85
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　89
　17日　酔　（約4日間）ス｛一ズ著　　　78
　17日　　午後3時　　　　　スエズ畿蓮河に入る

　18日　　Zf』前2畷爵　（1罰嬉…問）　ボー〉サイド着

　18N　　午後7聴　　　　　全地螢地中海に入る　　　62
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60
　23「i　　　∠i旨麦4時L（約5N間）　・マノレセイm　nj上1嚢聾

　24　F．1　午後1111那O分　　　マルセイユ磯車（魚行）

　25臼　　午後2暗301分（15時㈹）巴　　里　　著

　30日　　　　Xi：後8il・3…30分　　　　　　　巴　　　　丑玉　　　蟹（急行）

5月1日　　　　t5：t〈ftsM＄30fjN（21時間）イ白　　　　林　　　　着

慮ちにパンジヨンに入り候間御安心被下度候　　敬具

　　　職員各位御中
因に先生の御宿脇よ　　　田　　　　　　　’
　　IPevsi〔，n　I］richsetL　25　SPoyerer　st・畠eh6neβerg　Berlin．・ごあトるo

碕宛名は

　　工le）・rn　l）rof・1）1’・　　　T・Agata

　　　　　】3ei　der　Jap島nische置1　Botschftl’t・　　Berlin・　　Deut＄chland・

●
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翻決錦報告
　　　　大］E†三年慶曾計澱借

　　　　　　取入之部
前！［Ji繰越金　　　　　　　 ．665

暴本金利子ヨリ借入　　　　　　　　　　　　　　100，000

「司　　　窓　　　會　　　望～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1558，000

系多　　　翔　　　　愈　　　蛋？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90、OOO

入　　　　　　會　　　　　　金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20LOOO

筆奥　　　金　　　Jt…lj　　－”r－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．240

會報學∠1三濃典代　　　　　　　　　　　　44，100

　合計　　1998．005　　　　　　，支綴之部
祠楚1：會報　　第一トこ二號　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　658，880

會員　名　歪揮11三言呉ミ婆乏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23．75Q

會　　　報　　　遊　　　浄斗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24、300

會働名簿原簿　　　　　　　　　　　40．100

囑託乎當　　　　　52600
年宋賞興及謝膿　　　　　　　　　　　　13．OOO

事　務　所　費　　　　　　　　　　　　3L400
毅奮卒業盈懇讃會補助　　　　　　　　　　　　　　　31．000

総　、會　補　 助・　　　　　　　　　　　　IO．000

総會通知其｛鹸危信費　　　　　　　　　　　　28．920

集金郵偵切手代　　　　　　　　　　　40．670
切乎兄1］　緬勺垂区便馨斗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4噂200

膿稿用紙畿　　　　　　　　　　　　5，000
楽維　　　　　　　　　　　裂！t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．470

基本金へ返潴　　　　　　　　　10α000
基　ンド　金　　＾　黎聴　as　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　356．800

残i　　　金（次期繰越）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　573．OI5

　合　　　　　　　　　　言lu卜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1998‘OO5

　　　大疋十三年度基ホ金敢支報告

　摘　　　要　　　　　　　牧　　　入
fifi　4F慶霧襲越金高　　　　　　　　　　　　　　　3632円23　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ta

＋三年礎逓僧會計へ貸画　　　　　　　　Ioo円OO

全．ヒ貸入ル　　　　　　　10α00



150　　　　　　　　上田獄紡尊門學校同窓倉職第＋三號

一卜三三41三度幽穣立金　　　　　　　　　　　　　　　 155．80

十三年鹿入會金　　　　　　 20LOO
牧入利子（自：大」蹟一蚤の三6i｛五jj一口罵ソく蕉卜1一四玄F三三月末日）　　　165・64

全上所得税　　　　　　　　8．13　．3146，54

高橋講師還暦祝賀詑念金決鋒報告

金四百七拾萱　圓五捨鐘也　　　　舞己念金慮藤総額

　　　内　　　鐸・

　金滲百五拾圓也　　　　　　　以金郷爵茎

　金壷百拾圓・庖　　　　　　　　先生御欝像童lh緯一嚢呈上

　金五圓〇五鎭也　　　．　　　懸信費全額

　金六幽1四拾五鑓也　　　　　　罷念金並記念品贈呈式費

　　　以　　　　上

　　　　　　　　　　　　　寄贈春諸君芳名

金　．Tt　醐　宛　　向由　隆編琳　　禽i！田　節男珊　　彌原　克己譜　　全　畢　仁需

　　　　　　　　　中国　太鄭鴛　　石原　石司慰　　竹内　虎男料　　久保田昌人需

　　　　　　　　小林　輝一料　　波多野干里尉　　上林多兵悪沿　　大石　車謙君

　　　　　　　　蒲坐　俊與滑　　飯島　正胤君　　倉澤　美徳黍㌻

金　滲圓　宛　　關田「九耶沿　　小川　　保規　　小溌　　暫欝　　靭長　勝治君

　　　　　　　　穗坂　小牧粛　　中澤　勝也磐　　浦ll毒藤吉齎　　須田　圭こ君

　　　　　　　　　田村　三郎尉　　小見　盆男君　　濃非　轟夫料　　篠田軍三郎君

　　　　　　　　　細川　　護癬　　佐藤　殉雄謝　　宇田虎一喪il濟　　高須　兵司君

　　　　　　　　　木脇　寅熊君　，野澤　泰治滑　　淺見　好雄將　g原　・漕志需

　　　　　　　　　高畠　秀雄君　　矢澤蔑登一君　　清ぷ滋太郎磐　　吉野　健吉君

　　　　　　　　渡遇康輔謝　　花岡　作彌君　、字多’旧嵐熊滑　　瓢1島　薪吉君

　　　　　　　　　原田　兵衛君　　山本岩三都君　　樋口　琢摩譜　　松村　畢美君

　　　　　　　　　岸　　勝彌尉　　佐藤良太鄭濡　　矢島　　剛慰　　田附卯一郎㍊

　　　　　　　　　田口窩五郎珊　　鶴田　建準沿　　田レF　編雄器　　唐澤　正亭諮

　　　　　　　　　白澤　　幹滑　　栗林　　悦珊　　2騨澤　　勝鶉隔　八水　誠政鱈

　　　　　　　　　母袋良羅溜　・齋藤　格次颯

金武圓fi．拾銭宛　　小林　　繁尉

金磯武　園　宛　　佐藤　　道君　　寺島　親雄君　　小林濫薦滑　　繊田　榮雄需

　　　　　　　　　四方　鴬維淋　　松リ！・清三尉　　高橋　遜吾翁　　安撚子丈彌尉

　　　、　　　　小林　　庸尉　　三橋覚夫君　　有賀　女雄君　　管野　三郎露



　　　　　　　　　　　　　　雑　　　　　　　報　　　　　　　　　　　15】

　　　　　　　　　是枝　良徳潜　　小島　杉門滑　　f衣田　信一慰　　岡部　康之君

　　　　　　　　　小林　　鋤君　　高水　三治君　　櫻ヲ｛・古利君　　石坂虎次郎珊

　　　　　　　　　曾1！．；蔵高欝　　勤使lll源保零　　宮田餓五鄭君　　小松　萬久君

　　　　　　　　　齋藤繁太郎珊　　松浦　　1｝智君　　桑囲　庄・［：琳　　林　　新一君

　　　　　　　　　貢蝉　　新濟　　尾藤　省三君　　鍵谷　　傳君　　佐藤　國一君

　　　　　　　　　齋藤　菊雄牙当’　窩岡　　泰君　　糸§村　　i「t牙　t’　根岸丑之輔君

　　　　　　　　　久保田正樹辮　　皆川　二郎滑　　越智　岩21三慰　　湯川　秀夫蔚

　　　　　　　　　櫨見　豊一君　　大鱗　政ZF尉　　川il；寸吉太耶君　　中村鵬μ堅1轟1‘君

　　　　　　　　　松澤　徳榮雅　　崇村　瀞命辮　　中尚　茂司滑　　藤崎　　鎖料

　　　　　　　　　酒井　宋霧群　　篠源　曽次一1’1’　小III庸人君　　柴田　湿一一君

　　　　　　　　　秋山愛次郎茅1’　矯本　景吉驚㌃　佐藤　彰二君　　佐藤　愛之君

　　　　　　　　深谷　il三・一欝　　中島欝太郎薬セ　立岩　笑保講　　今井　」又藏聡

　　　　　　　　　永田　　2蘇㌃　林　　貞三尉　　藤井　周藏尉　　長瀬　深見滑

　　　　　　　　　小林　國離爵　　中村　由技弟㌢　万凋安太耶癬　　大池　　彰君

　　　　　　　　　1［郎ヨ六鄭尉　　櫻井　英f㌻君　　ナ静　　善亮欝　　耀見。乖li八料

　　　　　　　　　市村　〕除司君　　「1野　光2F君　　磯野　良知：k9’　都丸　晦淘鼎

　　　　　　　　侵谷川疋雄尉　　北潔　規一一7，lt　rl鳴　　茂珊　　猪坂　直一茅1’

　　　　　　　　　甲田　勝衛辮　　」二原　濾夫君　　ノ」・笠原安重君　　鯉見　箒六料

　　　　　　　　稻ヲト　酵爾一君　　鈴木　輿濡君　　緒方善之助辮　　梶田　贋颪鼎

金萱闘…耐合銭宛　　村島　　徹料　r上蝉　榮仁君　　中島　丈雄滑　　ウt藤　憲代滑

金査　圓　宛　　苅田　恭一欝　　tw’i水二購を　川合軍之助ll：IL　lill越　霊勝君

　　　　　　　　　沖　　灘漕辮　　大町　省寛君　　小野　修二君　　北村　一郎翁

　　　　　　　　　瓢島虞婁太琳　荊田姦禰君　1：i：1木農ヲ甜　 慶井俊一君
　　　　　　　　後藤察一君　　高橋　利光鱈　　小田切四郎刑　　清水　　溝尉

　　　　　　　　金崎　翼英君　　編谷朝太鄭君　　四山　市露沿　　的勘　ノ1、六潔

　　　　　　　　硲石　佐一君　　田tl’　康雄講　　黒岩　　壁￥奪　小富E．1！太助溢

　　　　　　　　　茂正太耶欝　　森　　干城沼邑　榊醸鶴次郎君　　藤端忌爲之助鴛

　　　　　　　　古由　宗八珊　　橋準　　廣君　　原田　零重組珊　　竹内　健次瑠

　　　　　　　　奥村　好一沼　　挙塚i班太測騨㌃　勝又　藤夫尉　　小林　啓介君

　　　　　　　　門単潤一郡君　　原｝相　素一牙罫　柴田　未滑翁　　工藤Wh二三慰

　　1　　　　　三輪　　輔滑　　水谷　多郎一君　　小林　茂樹沿　　野村　叉次滑

　　　　　　　　松田　微三欝　　大高　雄三君　　小灘」／i・）一一・郎滑　　菅漂　隆篭狩

　　　　　　　　　太田愼一郎濟　　古村　眞作君　　萩原　孫三滑　　大畠，　秀譜

　　　　　　　　倉橋　珠而鱈　　山口　東周珊　　竹内　　清君　　岩堆　市冥陪奪

　　　　　　　　編田鑛之助濟　　内田　無治尉　　松罵順策お　　堀亨τ　爾君
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ri蓼島　女雄君　　憲田傳次郎霜　　牧野金次郎鱈　　田附由次郎器

北澤　　茂君　　郡筑　賢吉珊　　榊原　麻穆君　’松野　me一濟

小林英夫辮　關ロ織薩l　l細繁奉繍　　弓田　弘君

小出団啓三濟　　杉木　政義裂

實　　　故友松董太郎i君r穐慰金

　金　五　圓　宛　　野口信太鄭澱　　佐藤　　一需

、金　武　圓　究　　後藤　政之慰　　坂路　善一i君　　河西　岱一君　　碓永　　茂需

　金豊圓五拾銭宛　　田子　英人溜・

　金　嶽　圓　宛　　野村　ヌ治尉　　溝水　　滴沿　　飯島　貞雄滑　　山岸　寅雄鍛

　　　　　　　　　　青木　　衙裂　　藩水　　保珊　　小林　榮夫珊　　稻生　得藏滑

　　　　　　　　　　小田切四艮阿晋　　蒼野　三鄭讃　　廣田　雅夫君　　児玉　慶次尉

　　　　　　　　　、古川俊之露・深谷1E一訳　川鑑lJl禰齎　湯渾1轍碧

　　　　　　　　　　柏倉　輩葡醗　　伊藤　喜代欝　　宮本　艀ム1鰍　　殖村　秀炎瞬

　　　　　　　　　　尾藤　雀三君　　井上　一鄭漕

　金五捨鏡宛　　佐藤義助欝　　巣栖　忠士慰　　九合欝右衛門澱加藤善一欝

　　　　　　　　　　塚田字軍太濟　　竹内　健次珊　　依田寛之介鱈　　牧野　春雄射

　　　　　　　　　　万石安太鄭辮　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　金塗拾垂選宛　　荻野　上風粛　　　　　　　　　　　　　　以　　　k

　　　　　　　　　　合　計　金剛合六鯵擁馳

　　　　　　　　　　内　　課　　金五圓謬論五銭　　　通信層費

　　　　　　　　　　差引計　　1　金四拾圓九拾鴛畿也　　適族ll轡暴　　　　　，


